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吉野川北岸における中央構造線活断層系の再検討

後藤秀昭*

徳島県吉野川北岸地域の中央構造線において，大縮尺空中写真判読と現地調査をもとに，活断

層の分布と運動様式の再検討を行った.その結果，従来断層が連続しないと考えられていた地域

をつなぐような断層が，新たに確認された.吉野川北岸での中央構造線は，鳴門断層の西端部付

近に不連続が存在する可能性は残るものの，鳴門断層から父尾断層まで湾曲や屈曲を伴いながら，

ひとつづきの断層として連続することが明らかになった.

また，横ずれ断層の南側に低角な逆断層(前縁逆断層)の認められる地域がある.前縁逆断層は，

(1)主断層の走向がその一般走向に対してやや斜交する (10-20。反時計回り)部分で，その南側に

平行して存在する場合と， (2)主断層がその一般走向に対して大きく屈曲する位置で，その南側に

存在する場合とがある.(1)は，横ずれ断層の走向の変化によって生じた水平短縮量の増大によっ

て生じ， (2)は，断層の屈曲に伴う局地的な圧縮応力によって生じたと考えられる.

キーワード:中央構造線，活断層，変位地形，横ずれ断層，低角な逆断層，吉野川北岸
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1. 問題の所在と研究の目的・方法

中央構造線は，西南日本を内帯と外有に分ける主要な

地質境界である.それに沿って活断層が箔圭し，四国域

内だけでも約 200kmに及ぶ長大な活断層系を構成す

る.この活断層系は， Kaneko (1966)によって右横ずれ変

位が指摘され，続いて岡田の一連の研究によって分布

や変位様式が実証された(岡田， 1968， 1970， 1972， 1973a， 

b). また，水野ほか(1993)は地形・地質資料を集成し

ている.中央構造線の古地震に関する研究としては，

1980年代以降，断層系の数1也点でトレンチ掘削調査が行

われ，過去の活動時期やその際の変位量が明らかにされ

てきた(岡田， 1988; Tsutsumi et al.， 1991 ;山崎ほか，

1992; Tsutsumi and Okada， 1996;岡田・堤. 1997な

ど).また，近年，断層の分布形態と活動時期から，セグ

メンテーションの検討も行われている(佃， 1990， 1996; 

岡田. 1992; Tsutsumi and Okada， 1996). 

従来の変動地形に関する研究では，おもに第四紀末期

に形成された変位地形のうち，地形の明瞭な部分が記載

されており，微細な変出也形や横ずれ断層に付施する縦

ずれ断層の詳細な記載は十分でなかった.活断層研究に

とって地表における活断層の分布は，最も基本的な情報

であるが，同時に断層の運動像を知るためにも，また断

層の分布形態からセグメンテーションを議論する際に

も，断層の詳細な分布の解明は必号杯可欠である.この

ような立場から，筆者は中央構造線活断層系の第四紀後

期の断層運動に焦点をあて，断層の分布と変位雄式の再

検討を行った.本稿では同断層系のうち，徳島県吉野川

北岸地j或について得られた新たな知見を報告し，さらに

前蹴差断層の出現蒜式についての考察を行う.

調査にあたっては最初に大縮尺空中写真(1/10，000お
みま

よぴ 1/20，000)を判読し，美馬町以東の地形分類図と詳

細断層分布図(基図は国土地理院発行の 1/25，000およ

び各市町発行の 1/10，000)を作成した.さらに，新たに

断層を認定した地域については，詳細地形分類図(基図

は 1/2，500地形図)を作成した.これをもとに現地では，

段丘面や微地形の変位の向きや量を計測する地表踏査を

行い，主要な変位地形についてはハンドレベル・巻き尺・

高度計を使った簡易断面測量を行った.また，露頭調査

によって断層の存在を確認するよう努めた.

2. 地域概観

吉野川は，池田町付近で讃岐山脈に遮られるようにし

てその流路を南北から東西に変え，それより下流では東
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図1 吉野川北岸における活断層の分布

1.活断層 2.本稿で新たに認定した活断層 HSF:引野南断層 TSF:神田南断層

KSF:切幡南断層 DSF:土柱南断層 BSF:坊僧南断層

に聞いたラッパ状の低地を東流する.吉野川の北側には，

讃岐山脈が地塁状の山系をなして存在する.この山脈は，

中生代の砂岩・泥岩の互層からなる和泉層群によって構

成されている.南側の四国山地北部は，三波川変成岩類

より構成され，全体的に関析が著しし起伏が大きいれ

吉野川に近い山地北縁では標高 600-800mで定高性を

有する.

吉野川の南北両岸には，その本流や支流によって形成

された数段の河成段丘が発達する.活断層は，これらの

段丘面，段丘崖，開析谷を明瞭に変位させている.これ

らの変位地形は北岸で顕著であるカ九南岸東部にも上浦

断層，高越山断層と呼ばれる右横ずれ活断層が報告され

ている(寺戸， 1967).本研究では新旧の段丘面を，高度

差，開析の度合い，侵食の相対関係，堆積物の風化度か

ら上位より高位段丘面，中位段丘上位面，中位段丘下

位面，低位段丘上位面，低位段丘下位面の 5面に分類し

た.本地域に最も連続してみられる段丘面を低位段丘上

位面とし，この商との上下関係を重視して分類を行った.

なお，この地形面分類は上位より岡田(1970)の古期第四

系の一弘長峰面，中位段丘下位面，市場面，低位段丘

中下位面にはほ相当する.本稿の詳細地売3分類では，低

位段丘下位面以下の段丘面をさらに細分した.
きりはた

低位段丘上位面は，切幡丘陵高部付近で沖積商に埋没

するという地形的特徴，面の保存状態およひや堆積物中に

姶良 Tn火山灰を挟むこと(水野ほか， 1993)から，お

よそ 2万年前に形成されたと考えられる.

段丘を構成する堆積物は，機種から本流性と支流性の

樹貢物に区別される.外帝山地を流下する吉野川によっ

て形成された本流性掛責物は三波川変成岩類を含み，言賛

岐山IDKを南流する支流によって形成された支流性堆積物

は弱P岩礁と泥岩礁のみからなる.ただし，先行谷である
ひがいだに

支流の曽江谷川と日開谷川!の堆積物には，花i渇岩礁が含

まれている.

11. 変位地形からみた断層線の分布

本章では，従来の報告と見解の異なる地域や新たに断

層が見いだされた地域を中心にして，東から西の順で断

層の記裁を行う(図1).

1.鳴門~大谷

鳴門断層は，紀伊水道沿岸の大手海岸から大谷まで，

山麓線付近に N70-80oEの走向で延びており(岡田，

1970)，水野ほか(1993)によって記載されている.この鳴

門断層に沿って大津町付近では，北流する支流の谷頭が

直線状の急荏で断たれており，風際地形が連続的に認め

られる(図 2).地点 lの風隙には円際を主体とする砂磯

層が分布する.また，地点 2には細磯化した黒色の破砕

帯が幅約 15mにわたって露出し，この西方の姫聞では

小河谷が4本，緩やかに右横ずれ方向に湾曲している.

大代や大谷には，直線状の山麓線延長に低断層崖か認め

られる(図 2).

この鳴門断層西端部付近から約 500m南側に新たに

断層変位地形が認められた.これを鳴門商断層(新称)と

呼ぶ.変位地形は，大谷川の扇状地に認められる南倶1肝

下の比高約 l叫東北東一西南西走向で長き 150mの低

断層崖(図 3，A-A'断面， B-B'断面)，東方の森崎貝

塚の立地する微高地にみられる南側低下の比高約1.2m

の高度不連続，および断層近傍て大谷川扇状地の傾斜が

急に緩くなる(図 3)ことから推定される扇状地面の北へ
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Fig.l Distribution of active fau1ts a10ng the Yoshino-gawa vaI1ey 

1. active fault trace， 2. active fault trace newly identified in this paper. HSF: Hikeno-minami fault， TSF: 

Tsunden-minami fault， KSF: Kirihata-minami fault， DSF: Dochu-minami fault， BSF: Boso・minamifault 
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回2 鳴門断層'1'央部付近の断層分布図

1. fl1;断械産 2.活断府(位置推定) 3.風隊 4.変位河谷

Fig.2 Distribution of active faults around the centraI part of Naruto fault 

1. fault scarplet， 2. active fault trace (site indistinct)， 3. wind gap， 4. offset stream 

の傾動などである.また，このIli:断1M佳の延長部を境に ら，高田(1997)は基盤深度の急激な南落ちの変化を認め

してその南関て大谷JlIが天井川になることや，微白地が ている(図 3). この南側低下を示す基盤深度の差は，大

低断層住延長部の北関だけに分布していることなどか 子海岸まで続くことが報告されている(中川編， 1981;古

ら，この断貯はさらに東西へ延びると考えられる.低断 固， 1996;高凪 1997). この基盤の高度差は，鳴門南

層崖東延長にあたる短凶市東のポーリング謂交結果か 断層の延長に沿うものと考えられ，山麓に延ぴる鳴門断
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図3 鳴門断層西部(大谷地区)の詳細断層分布図と地形断函図
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A:詳細断層分布図

L低断層崖 2.携曲崖 3.活断層(位置推定) 4.断面の位置 5.ポーリングの伎讃(下線の数字は基盤の深度，括

弧付きの数字は基盤に到達していないボーリングの掘削深度を示す.資料:高田(1997)) 6.中位段丘下位面 7.旧

河道

B:地形断面図(断固の位置は A参照)

Fig.3 Detai!ed map of active fault and topographic profile around the westem part of Naruto fault 
A : Detailed map of active fault 

L fault scarplet， 2. flexure scarp， 3. active fau¥t trace (site indistinct)， 4. location of topographic profile， 5 

location of bore holes Wnderlined figure indicates the depth of bedrock (Izumi group)， figure without 

underline indicates the depth of bore hole not reaching bedrock)， 6. lower middle terrace surface， 7. aban-

doned channel Mapped area is shown in Fig. L 

B: Topographic profile 

The location of profile is shown in Fig. 3-A. 

層の南側に南落ち成分を有する断層が伏在していること

を示している.

2. 大谷~板東

本地域での活断層に関する従来の報告は，水野ほか

(1993)が山麓部に直線的な断層を推定しているのみで

ある.しかし，大谷川西岸から桶殿谷川東岸(図 3東部)

までの区間で，沖積面に南側低下の高度不連続か認めら

れ，これか変イ立1也形である可能性か痛いことが明らかに

なった.高度不i童続は地点 3付近(図 3)で顕著で，不連

綜し線の末端付近で澗 0.8mの比高を有する(図 3，C-C' 

断面).この小崖の南側に吉野川の|日河道が留められるこ

とから，これらの小崖か吉野)11の側方侵食によって形成

された浸食崖である可古皆設も否定できない. しかし，小

崖地形の屈曲か設やかであることや，雁行状に断続する

ことからみて，この地形が断層変位を示すと考えられる.

この小崖の延長ム地点4には中川編(1981)が報告し

ているように結晶片岩の破砕帯が存在し，その約 20m

北には和泉層群の破砕帯が認められる(地点 5). また，

地点6，地点 7ではやや破砕した和泉層群かを擦できる.

一方，桶殿谷川西岸から西方向に，長さ約 2kmの明瞭

な提出産・低断層崖が認められ，低位段丘下位面は南落

ちに変位している(図的.橘殿谷川西岸から西方へ約

500mの区間では，約 1mの比高をもっ携曲崖が認めら

れる.佃・佐藤(1996)は反射法弾性波探査に基づき，こ

の援曲崖直下に約 40。で北に傾斜した逆断層か存在する

と推定している.

地点 8付近では，比高約 2mの明瞭な低断層崖か認め

られ，その北側では上流に向けて沖積面が逆傾斜してい
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図4 神図断層東部(板東地区)の詳級断層分布図

1.低断層崖 2.鏡曲崖 3.活断層(位置推定) 4.活断層(確実度II) 5.変位河谷 6.低位段丘上位面

Fig.4 Detailed map of active fault around the eastern part of Tsunden fault 

1. fault scarplet， 2. f1exure scarp， 3. active fault trace (site indistinct)， 4. active fault trace (Certainty II)， 

5. offset stream， 6. upper low terrace surface Mapped area is shown in Fig. 1. 

る.板東谷川の東方約 100mからl1S方約 200mまでの

区間は，板東谷川の侵食によって断層援が不明瞭になる

杭この区間より西方では断層が連続すると考えられ，

低断層崖と低佼段丘面(図 4西部)の北傾斜がみられ

る.ここでは新旧の地形面が累積的に変位している.な

お.低位段丘上佼函の西側(j也点 9)で結晶片岩の破砕帝

か視察できる.

3. 111端~羅漢

富の谷川東岸の山麓部(図 5下図の東端付近)Iこは，

高位から低佼までの一遂の段丘函が分布し，これらの段

丘函を北へ向けて累積的に逆傾斜させる変形か認められ

る.低佼段丘下位函は， 1遂の谷川両岸で変位を受けてお

り，東岸では比高約 2mの授治産，西岸では比高約 4m

の低断層崖がみられる.これより地点 10までの区間で

は，小河谷の谷口で谷底の沖積aにおいて南側低下の高

度不透統カ三Zめられる.大阪谷川芳び告の大寺付近では，

低位段丘下佼留を切る直線的な{説5層崖(南落ち比高約

2m)が長さ約 500mにわたって認められる.大阪谷)11東

停の山麓部にも富の谷川東洋同紙高位段丘函から低位

段丘函が分布ーしいずれも累続的に北へ逆傾斜している.

また，この断層は， .f也点 11では低位段丘aを右横ずれ.

北関低下に変位させている.j也点 12-13ですま，河谷に系

統的な右図的を与えているれそのgg1jでは変恒也形は

不明擦となる.この断層の市鉛で地点 12-13の河谷の

谷口付近の沖積函に南落ちの高度不連続がみられ，平行

する断層か守街宣される.なお，埋蔵文化財センターの南

側(図 5，地点 14)には，青白色の結晶片岩起源の破砕

粘土か存在する.

松の谷川から黒谷川|東岸の間には，低位段丘下位面を

変形させる南側低下の銭曲農が長さ約 400mにわたっ

て認められる.この援曲崖の最大比高は，両河川の中間

付近で約 3mである.黒谷川東岸から西岸へは断層線の

位置が約 50m左にステップする.西岸では南側低下の

撲出産がみられ，その北方約 100-250mに北側低下の

送向き低断層崖が並走している.それぞれの地表変位

li，低位段丘下位面で8.5mと2叫低位段丘上位面で

20mと3.2mであり，変位の累積性か認められる(図 5，

図6，D-D'断面， E-E'断面).

黒谷川谷底の;村表面は，断層通過地点より北で断層変

位により離水しており，黒谷川は穿入蛇行している.黒

谷川西岸の丘陵部には，基盤岩である和泉層群に風化の

すすんだ段丘燦層が堆積しており，丘陵の東側と同様に

この段丘面を切る逆向き低断層崖がみられる.このこと

から，丘陵の南側に南側低下の筏幽崖を形成させるよう

な断層の存在が推定される.
かんやけ ひげの

4. 神宅~引野

神宅では沖積函を切断する活断層の存在が明らかと

なった(図 7).
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図5 神田断層および父尾断層東部周辺の地形分類図

1.山地・丘陵 2.高位段丘面 3 中位段丘上位面 4.中位段丘下位回 5.低位段丘上位函 6 低位段丘下位函 7. 

沖積面 8.沖積錐・崖錐 9.地滑り 10.断面の位置 11.活断層 12.低断層崖 13.銭的崖 14. 1~斜軸/向斜軸

15.第四紀前期に活動した断層 数字は地点番号. HSF:引野市断層 TSF:神田i右断層 KSF:切幡市断層 DSF: 
土柱南断層 BSF:坊僧南断層 KF・切幡断層

Fig.5 Geomorphologic map around Tsunden fault and the eastem part of Chichio fault 

1. mountain and hills， 2. high terrace surface， 3. upper middle terrace surface， 4. lower middle terrace surface， 

5. upper low terrace surface， 6. lower low terrace surface， 7. alluvial surface， 8. alluvial cone and talus， 9. 

landslide， 10. location of topographic profile， 11. active fault trace， 12. fault scarplet， 13. flexure scarp， 14. 

anticlinal axis / synclinal axis， 15. Early to Middle Pleistocene fault. The figure by solid circle indicates location 

number. Mapped area is shown in Fig. 1. HSF: Hikeno.minami fault， TSF: Tsunden.minami fault， KSF: 

Kirihata-minami fault， DSF: Dochu-minami fault， BSF: Boso-minami fault， KF: Kirihata fault 

(標高 ;m)
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図6 羅漢付近の地形断面図

断面の位置は図 5.

Fig.6 Topographic profile at Rakan 

The location of profile is shown in Fig. 5. 

Tsutsumi and Okada (1996)は，神宅では沖積扇状地

であるために断層変位が認められないとした.しかし，

大山谷川東岸から地点 15までの区間では，北側隆起の

高度不連続がみられ，大山谷JlIはこれより北側てす中積面

を下刻し，南側で天井川となっている.また，地点 15の

東方約 250mで河谷の右横ずれ屈曲が認められる.

大山谷川から宮ケ谷川東岸約 100mまでの区間(図 7)

には，西北西一東南東および東西の走向をもっ 2本の

低断層崖(比高 1m以下)によって地溝状の浅い凹地が

形成されている.宮ケ谷川西岸では沖積面に比高1.5m 

の地塁状の盛り上がりか認められる.

北泉谷川から宮川内谷川の区間では，従来報告されて
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図7 神田断層中央部(神宅付近)の詳細断層分布図

凡例は図4に同じ.

Fig. 7 Detai1ed map of active fau1t at the centra1 part of Tsunden fau1t (Kan-yake) 

Legend is same as in Fig. 4. Mapped area is shown in Fig. 1. 

いた横ずれ断層(神田断層)の約 500-1，000m南側に，

高位~低位段丘面を変位させる南側低下の断層変位1也形

が，長さがj2. 5kmにわたって認められた(図 5，図 8).
ひけの

これを引野市断層 (HSF:新称)と呼ぶ.引野南断層は東

西 2つの断層崖から構成され，西よりの山麓に分布する

断層は，水野ほか(1993)が引野断層として記載している

ものと一部重複する.

西側に分布する断層によって高位段丘面から低位段丘

下位 I面までの段丘面が変位しており，累積的な断層変

位量と北への逆傾斜が認められる(図9). この断層の

低下慨には低位段丘下位凶2凶だけが分布するれこ

の面を$.i1主とした低断層庄のみかけの比高は，高位段丘

面で約 70m.fl'伎段丘上位函て判 55m.fl'位段丘下位函

で約 30m.低位段丘上位函で約 15mである.低位段丘

函下位 l函は切断されず.比高約 2mの撲出産をなす.

この接的01(土:H:さ約 100mの区間で認められ，東方でし

だいに不明瞭となる.

引野市断層のうち，東よりの断層住(後由崖)は西よ

りのf剖Ilii.の約 200mj旬開に存在する(図 8). この筏幽

庄は低位段丘下位 l回一3国を変位させて. jおに緩やか

な忠状の変位地形をつくっており，延長約 900mで認め

られる釘関低下の変位由主低位段丘下位 1函で約4-.5

m(凶8.凶 10.H-H'断函i).fi玩52丘下位2函で約1.5

-3.5m (凶 8.凶10. F -F' efriiuおよびG-G'断函)で

あり，累続的な変位が認のられる.この続出世を挟む{民

位段丘下位回群は，南流する河川によって形成された扇

状地性の地形面であるカミ捺曲崖より北側では段丘函の

傾斜が急激に緩くなっている.このことから，挨曲変形

に伴う北への傾動かす佐定される.

引野市断層の西延長は，地点 16付近(図 5)で携曲崖

が山麓線を取り囲むようにみられることから，断層線は

S字状に屈曲していると考えられる.地点 17(図 8)で

は阿子島・須鈴(1989)が指摘した結晶片岩起源の破砕帯

か存在する.
どなり

5. 土成~切幡
つんでん

上板町神田付近(図 5の上図中央)では，岡田(197仏

1977)が低位段丘下位面群を切る低断層崖が連続するこ

とを報告している(神田断層).この南側約 600-1，200m

で低位段丘下位面群が約1.5kmにわたって銭曲変形を

受けていることが明らかとなった.これを神間南断層

(TSF:菊?称)と呼ぶ(図 5). この撰曲崖は南に緩やかな

弧を描いており，両端はしだいに不明瞭となる.変位量

は低位段丘下位 1函で約 7m(図 5.図 10，J-J断面)，

低位段丘下位3面で0.8m(図 5. 図 10. 1ーl'断面)で
みやご

ある.経由崖を挟む低位段丘下位函群は，南流する宮)11
うちたにがb

内谷川によって形成された扇状地性の地形面て治る.鏡

出産より北側の扇状地の傾斜がそこよりさらに北や南と

比較して綬傾斜であることから，断層運動による北への

f!flii.!Jを示しているものと思われる.
〈ずうだにが"

土成では，九頭字谷川東岸の扇状地面上に東西に延ぴ
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図8 北泉谷川西岸の詳細地形分類図

1.高位段丘商 2.中位段丘上位面 3 中位段丘下位面 4低位段丘上位面 5.低位段丘下位1函

6.低位段丘下位2面 7.低位段丘下位3函 8.撲曲崖 9断面の位置 10. I日河道

Fig. 8 Detailed geomorphologic map of the central part of Tsunden fault 
(the westen side of Kita.Izumidani.gawa) 

1. high terrace surface， 2. upper middle terrace surface， 3. lower middle terrace surface， 4. upper low 
terrace surface， 5. lower low terrace 1 surface， 6. lower low terrace 2 surface， 7. lower low terrace 3 

surface， 8. flexure scarp， 9. location of profile， 10. abandoned channel Mapped area is shown in Fig. 1. 
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図9 北泉谷川西岸の段丘函投影図

a:高位段丘函 b:中位段丘上位函 c:中位段丘下位面

d:低位段丘上位函 e:河床縦断面

Fig.9 Longitudinal profile of terrace surfaces along 
Kita -Izumidani -gawa 
a : high terrace surface， b : upper middle terrace 

surface， c: lower middle terrace surface， d: 
upper low terrace surface， e: longitudinal pro-
file of channel 

る凹地か認めら札早くから変位地形として報告されて

いる (Kaneko，1966;岡田， 1970など).Tsutsumi and 

Okada (1996)は，この断層と九頭字谷川西岸の逆向き低

断層崖との間に 0.5kmの不連続と 0.2kmのステッフ。

があることから，セグメント境界であるとしている.し

かしこの不連続を埋めるような向斜状の変形が明らか

になった.

九頭字谷川東岸では，これまて報告されていた神田断

層の西端(地点 18)からさらに約 300m西方の区間にも，

南傾斜の扇状地が比高数lOcmの逆向き低断層崖に

よって変伎を受けていることが確認された.その地点よ

り西方への神田断層の延長は，九頭宇谷川の浸食によっ

て不明である.

一方，九頭字谷川西岸には地塁状の盛り上がりがあり，

北側を限る逆向きの低断層崖か認められる(図 5).この

低断層崖より南側で，扇状地の傾斜角が急に小さくなり，
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H・

H 

図 10 引野南断層，神間南断層，切幡南断層による

変位地形の地形断面図

断面の位置は図5および図 8.

(標高 ;m)
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図 11 父尾断層東末端付近の地形断面図

L 向斜軸 2.活断層 断面の位置は図 5.国土基本図

より作成.断層面の傾斜は推定.

Fig. 11 Topographic profile at the west end of 
Chichio fault 
L synclinal axis， 2. active fault 
The location of profile is shown in Fig. 5. 

Dip of fault is estimated. 

Fig. 10 Topographic profile of frexure scarp on 
Hikeno.minami fault (HSF)， Tsunden.mina. 

mi fault (TSF) and Kirihata.minami fault 
(KSF) 

ほぽ水平となる部分が認められる(図 5，図 Hの K-K'

断面).その南では，パルジ状の盛り上がりがみられ，南

縁の急傾斜の基部に活断層か推定される.このように，

九頭字谷川西岸には東一酉に軸をもった向斜状の変形構

造か認められる.この向斜状の地形は九頭字谷川東岸の

問地にほぼ連続している.

The location of profile is shown in Fig. 5 
and Fig.8. 

切幡丘陵周辺における活断層の分布と運動様式に関し

璽璽 1 国国2~ヨ 3Eヨ4Eヨ 5
関 12 土柱付近の地形分類図

1.中位段丘上位図 2.中位段丘下位函 3.低位段丘上位扇 4.活断層(破線は位置推定) 5.低断層巌

Fig. 12 Geomorphologic map around Dochu 
1. upper middle terrace surface， 2. lower middle terrace surface， 3. upper low terrace surface， 4. active 
fault trace {Broken lines sho 羽ws蛍副i比t旬eindis坑剖tinct.上5. fねau凶ts記ca訂rp凶le佼 M刈Iappedarea is shown in Fig. L 
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図13 三野断層東部の地形分類図

l中位段丘上位面 2.中位段丘下位面 3.低位段丘上位面 4.低位段丘下位面 5.地滑り 6.活断層(破線は位置推

定) 7.低断層農 8.援曲崖 9.断商の位置 10変位基準としての段丘崖

Fig. 13 Geomorphologic map around the easten end of Mino fault 

L Upp巴rmiddle terrace surface， 2. lower middle terrace surface， 3. upper low terrace surface， 4. lower 

low terrace surface， 5. landslide surface， 6. active fault trace (Broken lines show site indistinct.l， 7. faut 

scarplet， 8. flexure scarp， 9. location of profile， 10. terrace scarp as fault reference 

Mapped area is shown in Fig. L 

て，岡田(1970)は切幡丘陵南部に存在する直線的な断層

である切幡断層(図 5，Kめには，第四紀後期の活動が

認められないとした.中野ほか(1973)は，丘陵南縁に砂

燦層樹員後に活動した菖蒲谷時階の衡上断層か存在する

とした.また長谷川(1992)は，切幡丘陵が巨大な地滑り

岩体であると述べている.

切幡断層の変位地形は不明瞭であり，岡田(1970)の見

解と同様に，第四紀後期の活動はないものと判断する.

しかし丘陵商縁の扇状地に高度不連続カ否認められるこ

と(図民地点 19，20および図 10，レL'断面)，その

不連続線が河川に直交していること，地点 21，22に和

泉層群の破砕帯か存在することから，切幡断層よりも南

の切幡丘陵南麓にも活断層が存在していると考えられ

る.これを切幡南断層 (KSF:新称)と呼ぶ.
ど ちゅう

6. 土柱周辺

切幡丘陵北部から阿波ノ土柱付近の区間には N70

-750E走向の直線状の山麓線に沿って変位地形が認め

られることが知られている(父尾断層:岡田， 1970) (図

1).父尾断層は，土柱北東で 10-200反時計図りに走向

を変える(図 12). この 500-600m南側に北東南西走

向の活断層が新たに見いだされた.これを土柱南断層

(DSF:華航) と呼ぶ.

西正広(図 12中央付近)では，市傾斜を示す先段丘堆

積物の土ネ到言を不整合に覆って中位段丘上位面構成層が
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分布する.この段丘面は，南縁部で、南への傾斜を増す一

方，北側では東西に延び、る谷を境に数m の北側低下が認

められる.中位段丘下位面は，中位段丘上位面の南縁延

長でその分布を断たれ，北側に逆向き低断層崖を伴う.

これは中位段丘上位面と同様の変形である.東正広の沖

積面には，南側低下を示す低断層崖と高度不連続が留め

られる.

地点 23では， 200Nの傾斜をもっ低角逆断層によって

土柱際層が崖錐堆積物に衝上しており，地形から推定し

た断層と調和的な構造を示す.地点 24，25で段丘面を開

析する河谷が不明瞭ながら右に屈曲していることから，

この断層は右横ずれ変位を伴っているとみられる.地点

23より西では浸食による山麓線の屈曲が大きし山麓の

遷緩線も不明瞭となり，変侶也形を認めることはできな

し¥
11うそう

7. 美馬町東部(坊僧付近)

美馬町池ノ浦付近の山麓線に沿って地溝状の凹地が連

続し，系統的な河谷の屈曲か認められる(三野断層:岡

田， 197ω.三野断層の走向は急激に変化し，横 L字状の

形状を示す(図 13). 

この 300-400m南に東北東一西南西走向の断層が約

Ikmにわたって認められ，これを坊i曽南断層 (BSF:新

称)と呼ぶ.坊僧南断層は，中位段丘上位面にIlm(図

13， Q-Q'断固)，中位段丘下位面に少なくとも 7.5-8m

(p-p'断面， 0-0'断面)，低位段丘上位面に1.8-3m

(N-N'断固， M-M'断面)の累積的な南側低下の変位

を与えている(図 14).

地点 26，27て観察される変位を受けた中位段丘上位

面および低位段丘下位面の堆積物の下部は，結品片岩際

を含む本流性堆積物である抗上部は砂岩際を主体とす

る支流性堆積物である.このことは，中位段丘上位面お

よび低位段丘下位面れ讃岐山脈より市流する支流に

よって形成されたものであることを示している.よって，

坊僧南断層の断層崖とした東北東西市西走向の崖は，

吉野川の側方侵食によって形成されたものではなく，坊

僧南断層の断層運動によって形成されたものであると考

えられる.また，段由主や段丘面を開析する河谷に横ず

れ変位が認められないことから，坊i首南断層の変位は垂

直成分が卓越していると判断できる.

坊1曽i十J断層の北側約 200mにはこれに平行する逆向

き低断層庄も認められ，累続的な変位が確認できる(図

14).岡田(I970)は，坊{曽池を通る東北京一西南西方向の

小向斜構造を認めているが，このm造も坊fu雨断層の活

動[こf'Fう変形と解釈できる.

坊i曽池から約 150m 北側の山麓部には，東~tJU一西日J

西走向の断J¥1が約 Ikmにわたって分布している.この

断層による変位地形は，野村谷川の曲流により不明瞭でu

ある杭低位段丘上位面には 120-150m (図 13，II-

II')，中位段丘下位面には 200-250m(図 13，1-1 ，)の

右横ずれとそれぞれ 12-20m，約 24mの南側低下の変

位を推定することができる.断層を挟んで、両側の段丘堆

積物が支流性であることから，この崖は吉野川の側方侵

食によって形成されたものではない.

この断層の東への延長は，野村谷川の侵食により不明

瞭となるが，断層より北側の蕨草(図 13の中央北付近)

の北部にみられる低位段丘下位面の分布から判断して，

北東へ向かって湾曲して連続するものと思われる.

111 . 考 察

1.断層の分布と運動様式

以上の結果から，これまで断層が連続しないと考えら

れていた区間を埋めるような多くの断層を確認すること

カずでhきた.

鳴門断層と神田断層の聞には明瞭な変f出也形(低断層

崖と箆曲崖)か認められた(図 4). また，これまで断続

的にしか把握できていなかった神田断層についても，変

位地形が連続的に認められた.特に，沖積面の変位が不

明であった神宅で，凹地状の変位地形を見いだすことが

できた(図 7).

神田断層と父尾断層の聞は，セグメント境界とされて

きたれ神田断層の西方への延長が唯認され，神田断層

西端の凹地状の構造も父尾断層東端へと連続しているこ

とがわかった.これらのことから，鳴門断層の西端部付

近に，不連続かぢ存在する可能性は残るものの，鳴門断層

から父尾断層まで変旬也形の連続が明らかとなった.

また，横ずれ断層の南側では，部分的に逆断層か認め

られた(引野南断層，神田南断層，切幡南断層，土柱南

断層，坊{曽南断層).これらの断層を前tお差断層と呼ぶこ

とにする.前錨草断層による変位1也形は，南側低下の援

曲崖として認められることが多い.土柱南断層，坊僧南

断層では，鏡曲崖と逆向き低断層崖に挟まれた構造的な

高まりか認められる.引野南断層，神田南断層では挨曲

崖近傍の段丘面が逆傾斜している.横ずれ変位の成分は，

土柱南断層以外では認められない.

前tお差断層とは別に，逆断層性の変形を伴った横ずれ

断層も認められる.神田断層のうち，羅漢付近では援曲

崖と逆向き低断層崖とに挟まれた地形的な高まりが認め

られる.また，神田断層の走向が急激に変化する屈曲部

(神田)では横ずれ断層による段丘面の北西への累積的傾

動が記(められる.

2. 平均変位速度

横ずれ断層の平均変位速度について，新たに資料を提
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図14 坊僧南断層による変位地形の地形断面図

断商の位置は図 13.

Q' 

Fig. 14 Topographic profile of deformed landform 

around Boso-minami fault 
The location of profile is shown in Fig. 13. 

示できるのは，三野断層の東端延長部(図 13)のみであ

る.ここでは，低位段丘上位面に 120-150m，中位段丘

下位面に 200-250mの横ずれ変位と，それぞれ 12-20

叫約 24mの縦ずれ変位が認められる.地形面の年代に

関する新しい知見は得られなかったカt悶回(1970，

1973a)に従い，それぞれの面の年代を 2-3万年， 5-6 

万年とすると，平均変位速度の右横ずれ成分は 3.3-

7 mm/yr.，垂直成分は O.4-I mm/yr.となる.

引野南断層(図 9)の累積変位量は，高位段丘面で約 70

町中位段丘上位商で約 55町中位段丘下位面で約 30叫

低位段丘上位面で約 15mである.地形商の年代を悶悶

(1970， 1973a)に従って中位段丘上位面を 10-12万年，

高位段丘を 16-20万年とすると，みかけの南側低下の

平均変位速度は 0_3-0. 8 mm/yr.となる.また，岡田

(1970， 1973a， 1977)に従って低位段丘下位菌群を I万

年~数千年の形成と推定すると， 1-7mの変位量から

(図 10)，0.2-0.8mm/yr.となる.

中位段丘から低位段丘上位面にかけて変位の累積か認

められる坊僧南断層(図 14)では， 0.06-0.16mm/yr.

となる杭北側の横ずれ断層による垂直成分と合わせる

と0.4-1.2 mm/yr.であり，他地域と同程度となる.

回、

Vマ守噌
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(a) (防

ヤ 半

図15 横ずれ断層の走向の変化による活断層の

運動様式の違いを示す模式図

A:横ずれ断層の走向の変化による横ずれ成分と

水平短縮成分の変化を示す模式図

1.単位変位量 2.横ずれ成分 3.水平短縮成

分 4.水平圧縮応力

B:横ずれ断層の走向の変化による治構造と運動

様式の違いを示す模式図

1 :断層の分布と運動様式， II:運動ベクトル (a)
前縁逆断層を伴わない横ずれ断層， (b)前縁逆断層

を伴う横ずれ断層

1.横ずれ断層成分 2.前縁逆断層成分 3.両

成分の合計 4.横ずれ断層の走向

Fig. 15 Faulting patterns of strike-slip fault 

A: Relation between strike and slip compo-
nents 

1. slip vector， 2_ horizontal component， 3. 

horting component， 4. maximum horizon-
tal principal stress 

B: Relation between the strike of strike-slip 
fault and active tectonics 
1: distribution of active fault and faulting 
pattern， II: the vector of faulting， (a): 
strike-slip fault without forntal reverse 
fault， (b): strike-slip fault with forntal 

reverse fault 
1. slip vector of strike-slip fault， 2. slip vec-
tor of frontal reverse fault， 3. total slip vec-
tor of both faults， 4. strike of strike-slip 
fault 
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3. 凹地状の変位地形とその形成要因

神田断層の中央部付近にある神宅付近，およひ神田断

層と父尾断層の聞に小地溝状の地形が認められる.前者

では，低断層崖によって東南東一西北西から東一西走向

の細長い凹地が形成され，後者では東西方向の凹地と

向斜軸が推定される.両地区とも横ずれ断層が右にス

テッフ。する位置にあることから，局地的な伸張の場が形

成され，横ずれ断層の寸綻向でなく，水平最大圧縮応

力軸に近い方向の凹地が形成されたと思われる.

4. 前縁逆断層と横ずれ断層の走向の関係

前tお差断層の走向は，神田南断層か東西走向であるほ

かは，北東一南西から東北東西南西である.引野南断

層，切幡南断層，土柱南断層は北側を並走する横ずれ断

層とほぼ平行しているカ九坊僧南断層は三野断層の→2

走向(東一西方向)に対し，約 20。反時計回りの走向を示

す.引野南断層，切幡南断層は，断層線にかなりの湾曲

か認められる.これは，断層面の傾斜が北向き・低角で

あることに起因すると考えられる.

5. 前縁逆断層を伴う横ずれ断層とそれを伴わない

横ずれ断層の相違と出現について

前項で述べたように，引野南断層，切I路南断層，土柱

南断層は横ずれ断層に平行して分布している.ヲ|野南断

層の北側に並走する神田断層の走向は N60-65・E-C-， 

神田断層東部の寸主走向 (N7YE)に 10-15・斜交する

方向にある.また，切I矯南断層，土柱南断層の北側に並

走する父尾断層の走向は N65・Eであり，それらは直線

状に延びる父尾断層の寸主走向(N80-85"E)に 15-20・

反時計回りに斜交する方向になる.

水平短縮成分は，最大水平圧縮応力軸と断層の走向と

の問の角度が，大きくなるにつれ増加する(図 15-A).

最大水平圧縮応力軸は，西南日本においては西北西一東

南東方向であることが知られている(笠原・杉村編，

1991).走向が反時計回りに変化すると，定向は圧縮応力

軸に対し高角度となり，水平短縮量が増大する.引野南

断層，切幡南断層，土柱南断層は，増加した水平短縮量

を免有肖するために生じたと考えられる(図 15)• 

岡田(1970)は，切幡丘陵とその北側の山地に定高性が

認められるれ父尾断層の両側て苦しし、高度差が認めら

れないとしている.このことは，切幡南断層が水平短縮

に伴う上下変位のほとんどを父尾断層にかわって解消し

ているということで説明可能である(図 15).

神田南断層は神田断層が約 45・走向を急変させた屈

曲部の南側に，神田断層の寸支走向に対し，約 20"時計四

りに斜交する方向に分布し，前tお差断層のなかて叩佐一東

西走向をもっ.一方，坊i曽i有断層は，三野断層東端の走

向か京一西走向から北北東南南西走向に急激に変化す

る部分に，約 15。反時計回りに斜交する方向に認められ

る.これらは，圧縮性の屈曲に伴う局地的な圧縮応力に

よって生じたと考えられる.

IV. むすび

これまで断層が連続していないと考えられていた地域

をつなぐ断層カ噺たに認められた.その結来日烏門断層

から父尾断層まで湾曲や屈曲を伴いながら，おおむね連

続した断層として認識することが可能となった.

また，横ずれ断層の南側に部分的に逆断層か溜められ，

これを前蹴差断層とした.前蹴~断層による変位地形は，

南側低下の携曲崖として認められることが多く，縦ずれ

変位が卓越している.この断層の平均変位塞度は 0.1-1

mm/yr.程度である.

前縁逆断層は， (1)主断層の走向がその一般走向に対

してやや斜交する(10-20。反時計回り)音扮で，その南

側に平行して存在する場合と， (2)主断層がその一般走

向に対して大きく屈曲する位置で，その南側に存在する

場合とがある.(1)は，横ずれ断層の走向の変化によって

生じた水平短縮量の増大によって生じ， (2)は，断層の屈

曲に伴う局地的な圧縮応力によって生じたと考えられ

る.

大縮尺空中写真判読を用いた断層の分布と運動様式の

再検討によって，詳細な断層の分布が明らかになっただ

けでなしさまざまな変古D也形が系統的に説明できるよ

うになった.
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Active Faulting of the Median Tectonic Line along 

the Yoshino-gawa Valley, Shikoku, Southwest Japan 

Hideaki Goto* 

An active fault system extends for about 200 
kilometers along the Median Tectonic Line 
(MTL) , in Shikoku, southwest Japan. The 
author investigated fault topography along the 
Yoshino-gawa val1ey by means of interpreta
tion of high-resolution vertical aerial photo
graphs and fieldwork. The purposes of this 
paper are as fol1ows: to examine precise sur
face fault geometry for the accurate recogni
tion of gaps and continuity; to discuss struc
tural characteristics of each fault; and to dis
cuss occurrence compressional and tensional 
structures in relation with the sinuosity of the 
master right-lateral strike-slip fault. 

The author newly identified an active fault in 
the western part of Naruto fault and in the 
central part of Tsunden fault. A topographic 
depression that links Tsunden fault and Chichio 
fault was also recognized. Thus the active fault 
trace extends continuously from N aruto fault 
to Chichio fault for about 50 kilometers. 

Reverse faults-more precisely, frontal 
reverse faults-are distributed in several local
ities on the south side of the strike-slip faults. 
These faults can be divided into two groups. 
One group of frontal faults consists of faults 
that run paral1el to the strike-slip fault. In this 
case the strike of these frontal faults is N 60-65· 
E, while the general strike of the strike-slip 

fault without frontal reverse fault is N 75-85· 
E, so the right-lateral strike-slip faults ac
companying a frontal reverse fault is oblique by 
about 10-20·counterc1ockwise to the strike of 
the strike-slip fault without a frontal reverse 
fault. The average slip rate of the frontal faults 
is 0.1-0. 8mm/yr., which is similar to the verti
cal component of the slip rate on the strike-slip 
faults without a frontal reverse fault. The verti
cal displacement of a right-lateral strike-slip 
fault accompanying a frontal reverse fault is 
smal1er than that of a fault without a frontal 
reverse fault. It is suggested that the frontal 
reverse fault dips gently to the north. The other 
group has faults which run on the south side of 
the strike-slip fault, bending sharply. These 
frontal reverse faults are straight off the cor
ner, and are represented by a south-facing flex
ural scarp and an antithetic fault which has a 
range-facing scarplet. The strike of these faults 
is oblique by about 15-20·counterc1ockwise to 
the strike of the strike-slip fault. 

The higher the angle between the strike-slip 
fault and maximum horizontal principal stress, 
the larger the dip slip component is. Thus, fron
tal reverse faults catch up with the vertical slip 
component-or, in other words, shorten the 
component of the strike-slip faults. 

• Research Fello\\· of the Japan Society for the Promotion of Science, Graduate Student, Department of 
Geography, Hiroshima Unh·ersity. 1-2-3 Kagamiyama, Higashi-Hiroshima, 739-8522. 


